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あたたかな季節となりました。たくさんのお子さまと共に、新年度を迎えることが 

でき、スタッフ一同感謝申し上げます。私どもは施設の形態によらず、保育所保育

指針の基本原則を大切にします。  

 『保育所保育指針』は「基本原則」の中で、「（保育所は子どもの）健全な心身の発達を図るこ

とを目的とする児童福祉施設であり、入所する子どもの最善の利益を考慮し、その福祉を積極的に

増進することに最もふさわしい生活の場でなければならない。」と定めています。そして、「家庭

との緊密な連携の下に、子どもの状況や発達過程を踏まえ、保育所における環境を通して、養護及

び教育を一体的に行うことを特性としている。」とも述べています。 

 「子どもの最善の利益」を大切な基本とし、私どもも大事なお子さまをお預かりする上では、 

まず、園と保護者様の間に長期にわたる信頼関係を構築していくことが前提となります。 

つきましては、 

１）お子さまの成長・発達に関する出来事、私どもが気づいた点は、小さなことであってもお伝え

します。保護者様にとっては、良いことばかりではなく、聞きたくないとお感じになること、認め

たくないとお感じになることもあるかもしれませんが、未就学期の気づき、特にご家庭の環境とは

異なる（長時間の集団）生活の中での気づきは、お子さまの育ちに関わることもありますので、ご

理解のほどお願いいたします。 

 

２）お子さまをお預かりする上で重要な情報（例：家庭での発熱・嘔吐等の体調不良や家庭での投

薬、ご家庭や登園中に起きたケガ等）は、こちらがお尋ねしなくても、必ず毎朝、事実をお伝えく

ださい。保護者の皆様と園の間の信頼関係の基本となり、お子さまをお守りする基本となりますの

で、事実の伝え忘れや伝え間違いのないよう、お願いいたします。降園後に発症した疾患、診断さ

れた疾患についても同じです。 

 

３）保育所は子どもが集団で過ごす場所であり、「子どもの最善の利益」とは、 

「保育所で過ごす子どもたちの最善の利益」でもあります。お子さまは日々、 

集団の中で生活しているという点を認識していただき、他の子どもたちに 

望ましくない影響が起こりうることはお控えください。 

 

ベビーシッターサービスなど個別保育をご利用の場合でも、 

１）、２）は同じだと考えております。保護者様と園（スタッフ）が二人三脚で、子どもたち 

一人ひとりの成長を育んで参りたいと思います。本年もよろしくお願い申し上げます。 

  

 

  

  

 

子どもに自我が生まれてくると、かみつきやひっかきが始まります。気持ちを言葉にで

きない時期の成長発達のひとつの特徴です。 

 子どもには、誰かを傷つけようとする気持ちは無く、「好き！遊ぼう！」といった他者

に対する興味がこのような行動として出てくることもあります。保育者は子どもたちの気

持ちをできるだけ受け止め、言葉にするように伝えたり、手が出そうなときは、止める努

力をします。しかし、時として声掛けや働きかけが間に合わないことがあります。このよ

うな時は、適切に処置して、保護者様にもお伝えします。 

 

 保護者の皆様にご理解いただきたいのは、「加害」や「被害」、「悪い子」などの言葉

で表現すべきものではない、ということです。もし、ご自身のお子さまが園や別の場所、

ご家庭において、かんだりひっかいたとしても、「どうして？話して」と優しく尋ねたり、

「痛いんだよ」「（自分の気持ちを）言えるようにしていこうね」と、伝えてあげてくだ

さい。お子さまたちは何かを伝えようとしているのですから。 

 また、歯が生え始めの頃は「かゆくてかむ」ということもありますので、そのようなご

様子が見られたらお伝えください。園からもお伝えします。 

 

かみつきやひっかきは、特別な行動でも悪い行動でもなく、 

子ども同士のかかわりや仲良しの中にも出てきます。子どもたち 

全員がするわけではありませんが、終わらないことも絶対にありません。 

子どもたちの成長の過程として、見守っていきましょう。 

 

 

 

 

①受付センターは、暦どおりの営業です。（土日祝は休業） 

  ご予約受付・変更・キャンセルにつきましては、「２営業日前 17:00まで」です。 

  ご注意のほどお願いします。 

ご利用日 
4/28(土）・29(日)・ 

30(月)・5/1(火) 
5/2(水) 

5/3(木 )・4(金 )・  

5(土)・6(日)・7(月) 
5/8(火) 

手数料不要の 

期日 

4/26(木) 

17:00迄 

4/27(金) 

17:00迄 

5/1(火)    

17:00迄 

5/2(水) 

17:00迄 

 

②ベビーシッターサービスのご利用料金について、5月3日（木）～5月6日（日）は、 

ご利用料金が２５％UPになります。 

 

 

ベビーシッターサービス 
ゴールデンウィーク中のご利用について 

 

かみつき・ひっかきについて 

 

 



 

 

デイケア・教室の変更届けの締切は、前月10日 17：00 （10日が土日祝日の場合は 

前営業日）です。期日を過ぎてのお申し出は翌々月からの適用となります。 

        株式会社アルファコーポレーション 

京都本社  ：京都市下京区四条烏丸東入長刀鉾町8京都三井ビルディング4階 
東京本部  ：東京都港区赤坂1-12-32  アーク森ビル13階   
大阪営業所  ：大阪市中央区城見2－1－61 ツイン21MIDタワー33階 
名古屋営業所：愛知県名古屋市中村区名駅1-1-3 JRゲートタワー2階 
福岡営業所  ：福岡市中央区渡辺通2-1-82 電気ビル北館2F 
受付フリーダイヤル：0120-086-720(平日10：00～17:00土日祝特別期間休) 
 
URL：http://www.alpha-co.com 
 

 

『創造体験学習教室』のご案内 

 

 

●セミナーのご案内   

【関東】  子育てセミナー『ことばについて』  4月21日（土）10：00～ 

幼稚園受験セミナー『入園説明会・体験について』  4月21日（土）11：00～ 

・キッズスクウェアアークヒルズにて（予約制：03-5797-7121） 

【関西】  お母さまセミナー『入園準備に向けての心構えについて』  4月18日（水）10：40～  

・ハービスPLAZA 6階会議室にて （予約制：075-212-7555） 

 

●プレスクール 5月の目標 

【総合０ 】 ・お友だちとの出会い ・挨拶をしようとする  
【総合Ⅰ】 ・靴を自分で脱ぐ、靴箱に入れる・△に気づく、青に気づく、挨拶をしようとする 

【総合Ⅱ】 ・準備ができたら手はひざの上 ・大小の認知 ・数（1）の一致  

【英語】  『Animal Phonics』   

 

●キンダークラスの 5月のカリキュラム 

【年少】 身体の名称、いちばん小さいの理解、同じがわかる、ぬいさし など 

【年中】 右・左の理解、動きの言葉、積み木の構成、同頭語さがし など 

【年長】 10の分解・合成、記憶、はさみワーク、位置の確認 など 

 

●今月のうた ～キッズスクウェアや教室で歌っている歌を紹介いたします～ 

   「こいのぼり」、「おかあさん」                       

 

●今月の絵本 ～プレスクールで読んでいる絵本をご紹介します～ 

 

『ちゅうちゅう ちゅちゅちゅ』（村田エミコ 文・絵） 

お母さんの鳴き声をまねながら、動物の子どもたちがついて 

いきます。親子間の愛情が自然に伝わってくる、シンプルな 

擬音が楽しい絵本です。 

 

『なんの くるまに のるのかな？』（小輪瀬 護安  作） 
消防士さん、清掃作業員さん、バスの運転士さん、工事の 

作業員さんたちが次々に登場し、働く人たちがどんな車に 

乗ってお仕事するかを紹介します。 

 

 

幼児教室『創造体験学習教室』 SIDS発症を減らしましょう                      参考：厚生労働省HP 

睡眠中に赤ちゃんが死亡する原因には、乳幼児突然死症候群（SIDS：Sudden Infant Death 

Syndrome）という病気のほか、窒息などによる事故があります。SIDS は何の予兆や既往歴もないま

ま乳幼児が死に至る原因のわからない病気です。以下の 3 つのポイントを守ることにより、SIDS 発症

率が低くなるというデータがあります。 

①☆あおむけに寝かせましょう☆ 

＊医学的な理由で医師からうつぶせ寝を勧められている場合を除く 

園での午睡中、ご入眠時はあおむけの状態で寝かしつけます。 

胸部や腹部が体の下側（うつぶせ）になった子ども、なりそうな子どもは、あおむけ寝にします。 

②できるだけ母乳で育てましょう 

③たばこをやめましょう 

 

      「子ども安全メール from消費者庁」のご紹介 

消費者庁より週に 1 回、主に０歳～小学校入学前の子どもの安全情報をメールで配信する

サービスがあります。事故予防の豆知識や、消費者庁に集約される事故情報を基にした 

注意喚起など、是非ご活用ください。＊無料(通信料金は除く)でご利用になれます。 

登録はこちらから→ 

「事故防止と保育者のコミュニケーション」 

特定非営利活動法人（NPO法人）  

保育の安全研究・教育センター  掛札逸美先生 

 

 4月1日（日）大阪、4月8日（日）東京にて研修会を開催し、社員が聴講いたしました。 

お子さまにとって、安全な保育を行う上で重要なことを再確認し、 

知識を深めることが出来ました。保育者同士、また保護者様との 

コニュニケーションを大切にして、家庭や園での様子をお互いに 

『伝え合う』ことが大事であることを改めて学びました。 

お子さまがより安心してお過ごしいただけますよう、スタッフ一同努めて 

参りますので、引き続きご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 


